
 

                                      

【 第６回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

日   時： 令和３年１１月１０日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所： 本部棟1階 大会議室 

 

本学出席者：熊本大学長     小川 久雄（ｵｶﾞﾜ ﾋｻｵ） 

      理事・副学長(教育・学生支援担当) 宇佐川 毅(ｳｻｶﾞﾜ ﾂﾖｼ) 

理事・副学長（研究・グローバル戦略担当）大谷 順(ｵｵﾀﾆ ｼﾞｭﾝ) 

副学長(男女共同参画担当) 前田 ひとみ（ﾏｴﾀﾞ ﾋﾄﾐ） 

      先進軽金属材料国際研究機構長 河村 能人(ｶﾜﾑﾗ ﾖｼﾋﾄ) 

      教育学部附属特別支援学校教諭 多田 肇（ﾀﾀﾞ ﾊｼﾞﾒ） 

内 容： 

１．共同利用・共同研究拠点の認定について (資料１) 

   ―軽金属材料共同研究拠点の新規認定について 

  

２．熊本大学の男女共同参画の取組について(資料２) 

  
３．コロナ禍における教育の紹介 (資料３) 

  ・教育学部附属特別支援学校の取組み 

～コロナ禍における児童生徒の学びと生活を支えた「附特遠隔教育推進プロジェクト

チーム」～ 

  

４．その他  

 

※新型コロナウイルス感染症の感染対策を徹底した上で開催いたします。 
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先進軽金属材料国際研究機構（ILM）の
共同利用・共同研究拠点認定について

令和3年11月10日
熊本大学発表資料

国立大学法人熊本大学
学 長 小川 久雄
理事・副学長 大谷 順
先進軽金属材料国際研究機構長 河村 能人
（先進マグネシウム国際研究センター長）
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「共同利用・共同研究拠点」の認定について

令和4年度からの共同利用・共同研究拠点及び国際共同利用・共同
研究拠点の認定について（国立大学） 令和3年10月29日
https://www.mext.go.jp/a_menu/kyoten/1409443_00002.htm

科学技術・学術審議会の下に設置した作業部会及び専門委員会（※）において、書面評価及びヒアリ
ング評価を実施し、この評価結果を踏まえて、「令和4年度からの共同利用・共同研究拠点一覧（国
立大学が中核の拠点）」及び「令和4年度からの国際共同利用・共同研究拠点一覧（国立大学が中核
の拠点）」のとおり、計78拠点を認定

※「科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会共同利用・共同研究拠点及び国際共同利用・共同研究拠点に関する作業部会」及び、同作業部会の下に設置
した6つの専門委員会（理工学系（大型設備利用型）専門委員会、理工学系（共同研究型）専門委員会、医学・生物学系（医学系）専門委員会、医学・生物学系

（生物学系）専門委員会、人文社会科学系専門委員会、異分野融合系専門委員会）において評価を実施

令和4年度からの共同利用・共同研究拠点の新規認定拠点 ５拠点

軽金属材料共同研究拠点
富山大学、熊本大学
(先進軽金属材料国際研究機構)

人の活力・健康を増進するヒューマン・ハイ・パフォーマン
ス先端研究拠点
筑波大学(ヒューマン・ハイ・パフォーマンス先端研究セン
ター) 

糖鎖生命科学連携ネットワーク型拠点
名古屋大学、岐阜大学(糖鎖生命コア研究所【中核施設】) 
創価大学(糖鎖生命システム融合研究所) 
自然科学研究機構(生命創成探究センター【連携施設】)

プロテオインタラクトーム解析共同研究拠点

愛媛大学(プロテオサイエンスセンター) 

新興感染症制御研究拠点

長崎大学(高度感染症研究センター)
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文部科学大臣通知 共同利用・共同研究拠点の認定について（通知内容）
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１．共同利用・共同研究拠点名
軽金属材料共同研究拠点

【共同利用・共同研究拠点として認定する研究施設】
先進軽金属材料国際研究機構

２．認定の有効期間
令和４年４月１日～令和１０年３月３１日（6年間）

３．留意事項
熊本大学においてマグネシウム合金、富山大学においてアルミニウム合金に関する研究組織
を有し、それぞれ卓越した研究者による多くの研究成果及び共同利用・共同研究の実績を有
するとともに、両者の特色を生かし、チタン合金に対する人員を更に確保した上で、軽金属
材料に関する共同利用・共同研究拠点の形成を目指していることは高く評価できる。

今後は、本拠点の形成によりマルチマテリアル化技術を含めた軽金属の技術革新の促進が期
待されること、国際的な競争下で日本の立ち遅れが危惧される当該分野の発展に寄与するこ
とが期待されることから、両大学の一層密接な連携の下に、関連コミュニティの拡充や、地
理的な課題や既存の役割分担を越えた共同利用・共同研究拠点としての強固な体制整備と運
営に向けた、より具体的な方策の検討が期待される。



【世界各国の動向】
軽金属材料を戦略材料に位置付けて研究開発を精力的に進めている。

軽金属材料（マグネ・アルミ・チタン）の革新が大きな鍵
①先端技術の革新

（航空宇宙・モビリティ、バイオテクノロジー、環境・エネルギー、安心・安全、防災・減災）
➁SDGsおよびSociety 5.0の達成

【我が国の政策における位置づけ】
（第5期科学技術基本計画、ナノテクノロジー・材料科学技術研究開発戦略、統合イノベーショ
ン戦略2019、マテリアル革新力強化のための政府戦略に向けて等）

①我が国が真に伸ばすべき重点技術領域
●軽量・高強度材料
●次世代バイオマテリアル
●マルチマテリアル化
●マテリアルの高度循環

➁拠点形成の推進
●重点技術を育成する拠点形成
●大学等が連携して地域産業群の特徴を踏まえた拠点形成
●マテリアルの技術・人材などの情報・リソースを集積・活用・循環する拠点形成

【軽金属】 比重が５以下の金属
マグネ（比重1.7）、アルミ（比重2.7）、チタン（比重4.5）の３つが主な軽金属（三大軽金属）

軽金属に関する共同利用・共同研究拠点の必要性
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【我が国】 軽金属材料研究に総合的に取組んでいる研究機関の不在

表 軽金属の国際会議での発表件数トップ10

材料分野で世界の最先端を走っている日本が軽金属分野で
大きな後れを取る恐れがある。

我が国では軽金属材料を総合的に取扱う共同研究拠点が必要

・マグネ：熊本大学のみ
・アルミ：富山大学のみ
・チタン：不在

軽金属に関する共同利用・共同研究拠点の必要性
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先進軽金属材料国際研究機構（ILM）

熊本大学・富山大学の連携による
先進軽金属材料国際研究機構（ILM）の設置

世界に伍する総合的軽金属研究の国際拠点化

6

両大学の強みを統合することで限られた大学資源を有効に活用し、
① 相互補完によるマグネ研究拠点（MRC）の強化
② 相互補完によるアルミ研究拠点(ARC)の強化
③ 日本初のチタン研究拠点の構築
④ マルチマテリアル化の融合研究体制の構築
を図り、完結した材料研究サイクルを備えた「世界に伍する総合的軽金属
国際研究教育拠点」を構築する
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先進軽金属材料国際研究機構の組織と機能



拠点専用施設
・MRC研究棟と実験工場
・ARC研究施設と実験棟
・オープンラボスペース （800 m2）

拠点専用研究設備
・モノづくり設備群（特殊設備多数）
・分析・評価・観察設備群（特殊設備多数）
・2021年度整備のチタン専用設備群

独自の共通試料
・高品質の共通試料
・オーダーメイド特殊試料

卓越した保有技術
・材料設計技術 ・材料製造技術
・一気通貫のモノづくり技術
・マルチスケール材料解析技術

公募型研究助成
（重点テーマ・自由テーマ）

①全国共同利用・共同研究助成
➁国際共同利用・共同研究助成
③共通試料提供・共同研究助成
④試料分析評価・共同研究助成

重点テーマ
（１）輸送機器開発
（２）生体材料開発
（３）橋梁・建築用材料開発
（４）キンク強化

完結材料研究サイクル体制
・幅広い研究分野に対応
・マグネ・アルミ・チタンの融合研究に対応
・ワンストップの技術・研究相談対応

卓越した研究実績・水準
・卓越した研究業績
・全国・国際・産学ネットワーク

中核的軽金属研究拠点としての特徴

利用者の幅広い要求に対応

共同利用・共同研究の支援内容
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拠点研究事業



【目的】 大学院共同教育を推進し、軽金属モノづくりの高度人材
の育成を図る。

大学院共同教育の内容 ※既存の教育プログラムに加えて

【前期課程】 「先進軽金属材料研究者共同養成コース」（2022年度開始）
①先進軽金属材料学 ②先進軽金属材料実習 ③先進軽金属材料特別プレゼンテーション
④先進軽金属材料地域インターンシップ（2週間） 【コース修了書の授与】

【後期課程】 「先進軽金属材料研究者共同特別養成コース」（2022年度開始）
①先進軽金属材料学特論 ②先進軽金属材料特別実習 ③先進軽金属材料国際プレゼンテーション
④先進軽金属材料国際インターンシップ（１～２か月間） 【コース修了書の授与】
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拠点教育事業



とやま
アルミコンソーシアム

先進軽金属材料国際研究機構（ILM）

地域連携型プロジェクト
（熊大・富大混成チーム＋熊本・富山の地域企業）

くまもと
軽金属材料オープンイノベーション研究会

連携 連携

連携

産学・国際連携戦略室 アイシン軽金属
三協立山
YKK-AP 
武内プレス工業
TAN-EI-SYA
富山住友電工
ほか

熊本県軽金属企業 富山県軽金属企業
不二ライトメタル
合志技研
ヤマハ熊本プロダクツ
YKK-AP熊本製造所
本田技研工業熊本製作所
九州柳河精機
ほか

【目的】 熊本県と富山県における軽金属材料の技術の高度化と
事業化を指向した「地域連携型プロジェクト」を推進し、地域の軽
金属産業の振興を図る。

※ クロスアポイントメントの積極的な活用

拠点地域連携事業
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【目 的】 熊本において、オープンイノベーション等による軽金属関連の産業技術の振興
及び新技術の創出に関する諸事業を総合的かつ効率的に推進することにより、
熊本県の活性化を図り、 もって我が国の産業と科学技術の発展に寄与する。

【メンバー】 熊本大学MRC、熊本県企業立地課・産業支援課、県産業技術センター
不二ライトメタル、YKK-AP九州製造所、本田技研工業熊本製作所、
ヤマハ熊本プロダクツ、合志技研工業、九州柳河製作所
その他 MIKI500、県ものづくり工業会、県技術振興協議会

既に、研究会を５回開催し、主要６社への個別訪問を２ラウンド実施
2020年10月2日設立

くまもと軽金属オープンイノベーション研究会
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IISc

ELTE

SAS
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拠点国際連携事業

軽金属国際ネットワークの構築

JST「日本－V4 共同研究」

課題： 極限環境下の使用に耐える多機能
先進マグネシウム合金の開発

期間： 2021年11月～2023年10月 （3ヵ年）

小川学長

大谷理事

カレル大学
Daria研究員

チェコ共和国
Tomco大使

2021年11月9日



先進軽金属材料国際研究機構（ILM）の開所式

14

日時： 2021年12月９日（木） 14：00～17：05
場所： ザ・ニューホテル熊本

開所式典：
14：00 受付
14：30 開会の挨拶

①小川学長
➁斎藤学長

14：40 来賓の祝辞
15：10 ILMの紹介
15：55 熊本県および富山県における軽金属の取組み

①とやまアルミコンソーシアムの紹介
➁くまもと軽金属オープンイノベーション研究会の紹介

16：45 閉会の挨拶
16：50 記念撮影
17：05 終了



日時： 2021年12月10日（金）10：00～16：45
場所： 熊本大学工学部百周年記念館

プログラム：
10：00 開会の挨拶

熊本大学 小川学長，富山大学 齋藤学長
10：20 記念講演

「先進軽金属材料国際研究機構の開設を喜ぶ」（吉永日出男九州大学名誉教授）
11：00 特別講演Ⅰ

「The Role of ILM on R&D and Applications of Light Metals in Aerospace」
（D. Shih 熊大MRC、元Boeing R＆T）

11：30 特別講演Ⅱ
「九州大学における軽金属研究」 （中島英治 九州大学教授）

13：00 特別講演Ⅲ
「九州工業大学における軽金属研究」 （徳永辰也 九州工業大学准教授）

13：30 特別講演IV
「ILMの紹介」 （河村能人 ILM 機構長）
「ARCおよび軽金属学会北陸支部活動の紹介」 （柴柳俊哉 ILM副機構長）
「MRCおよび軽金属学会九州支部活動の紹介」 （安藤新二 熊本大MRC）

14：50 軽金属学会九州支部会員企業の紹介等
16：40 閉会の挨拶

先進軽金属材料国際研究機構（ILM）のキックオフシンポジウム
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ご清聴ありがとうございました。
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補足説明資料① 「共同利用・共同研究拠点」について

※令和３年３月現在、共同利用・共同研究拠点として53大学（30国立大学、23公私立大学）100拠点が認定を受け活動

我が国の学術研究の発展には、個々の大学の枠を越えて大型の研究設備や大量
の資料・データ等を全国の研究者が共同で利用したり、共同研究を行う「共同
利用・共同研究」のシステムが大きく貢献

科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会の報告を踏まえ、
平成20年7月に学校教育法施行規則を改正し、国公私立大学を通じたシステムとして、
新たに文部科学大臣による共同利用・共同研究拠点の認定制度を設置

共同利用・共同研究

従来、国立大学の全国共同利用型の附置研究所等を中心に推進

日本全体の学術研究の更なる発展のためには、国公私立大学を問わず大学の研究ポテンシャルを活用し、
研究者が共同で研究を行う体制を整備することが重要

●広範な研究分野にわたり、共同利用・共同研究拠点が形成されるなど、我が国の学術研究の基盤強化と新たな
学術研究の展開に寄与

共同利用・共同研究体制は、我が国独自の仕組みであり、国際的な研究成果を生み出すとともに、国際的
な競争と協調による学術研究の大型プロジェクトを推進するなど、学術研究の発展に大きく貢献

●ノーベル賞受賞につながる研究成果の創出など研究水準の向上や、大学の機能強化に貢献

文部科学省では、国公私立大学に附置される研究施設のうち、研究実績、研究水準、研究環境等の面で各研究分野の
中核的な施設と認められ、全国の研究者の利用に供することを通じて、我が国の学術研究の進展に特に有益である研
究施設を共同利用・共同研究拠点として認定



材料開発から社会実装化に至る一気通貫の研究体制

●完結した材料研究サイクル体制 ●マグネ・アルミ・チタン融合研究体制

補足説明資料➁ ILMの完結した材料研究サイクル体制とマルチマテリアル化



①航空宇宙・モビリティ革命の加速
➁世界一安全なレジリエンス国家の実現
③誰もが健康で安心と快適さと幸せを実感できるWell-Being社会の実現
④上記三つに必要な軽金属モノづくり高度人材育成の推進
を図り、日本の科学技術の発展と産業の発展に貢献する。

●研究プロジェクト設置による社会貢献

●軽金属モノづくり高度人材育成
①大学院に「軽金属研究者共同養成コース」設置

2022年4月開設（準備中）

➁全国へのサマースクール・セミナーの提供
③地場企業の社員教育用セミナーの提供

補足説明資料③ ILMの社会貢献



（１）合金設計とプロセス設計による卓越した軽金属の材料設計技術
①新材料創製実績に基づいた「探索実験による材料設計」
➁マテリアルデータを利活用した「計算・実験の融合による材料設計」

１．実験・計算による革新的「材料設計技術」とDX用「材料製造技術」

KUMADAI耐熱マグネシウム合金の開発
KUMADAI 不燃マグネシウム合金の開発
KUMADAI 高熱伝導マグネシウム合金の開発

熊大発の新たな学術領域を打立てた! 

LPSO/MFS
の発見

キンク強化
の発見

（２）マテリアルDXプラットフォーム構想に貢献できる軽金属材料製造技術
①高品質マテリアルデータ創出のための卓越した材料製造技術（溶解・鋳造・プロセス）
➁高品質マテリアルデータ創出の支援のための高品質共通試料の提供技術

●実験・観察を通した革新的材料・機構の創出によるマテリアルDXの高度化
●高品質データの創出・利活用とプロセスサイエンス構築によるマテリアルDXの促進

補足説明資料④ ILMの卓越した固有技術①



リサイクル表面処理

２．溶解・鋳造からリサイクルに至る「一気通貫のモノづくり技術」

接合・溶接成形・加工溶解・鋳造

柴柳・寺崎・外本丸茂・會田附田 砂田・小野佐伯・畠山

摩擦攪拌接合 爆発接合 陽極酸化処理成形・加工解析鋳造方案解析

３．「実験・計算・観察」の融合によるナノ力学特性をマクロ力学特性
に繋ぐ「マルチスケール材料解析技術」

カーボンニュートラル

溶融抽出

モ
ノ
づ
く
り
工
程

●高品質データの創出・利活用によるマテリアルDXの推進

●プロセスサイエンス構築によるマテリアルDXの推進

補足説明資料⑤ ILMの卓越した固有技術➁
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H18 114 12.2% 17 4.9% 149 22.0%
H26 147 15.9% 33 10.1% 211 28.9%
R 3 139 17.1% 31 10.8% 204 32.0%
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熊本大学の特別表彰制度について 

 

熊本大学では、顕著な功績又は模範として推奨するにふさわしい活動、業績があった職員、グ

ループを表彰し、その努力に報いるとともに、当該活動、業績の成果を学内に公表することによ

り、本学の発展及び活性化、効率的な運営の推進を図ることを目的として、特別表彰を実施して

います。令和 3 年度の特別表彰の対象となる活動、業績は以下のとおりです。 

 

１．教育活動表彰 

・学部・大学院における講義、演習、実験、実習、研究指導、教材開発、教育プログラムの開発、

課外活動における学生指導その他優れた人材を育成するための取組。 

・附属学校における授業、教育プログラムの開発、進路指導、生徒指導、教科指導、教育実習指

導、課外活動における児童・生徒指導、地域の学校等との協力、保育、特別支援教育その他優

れた人材を育成するための取組。 

 

〇令和 3 年度教育活動表彰 

グランプリ 1 件 教育学部附属特別支援学校 

         取組名称：コロナ禍における児童生徒の学びと生活を支えた「附特遠隔教育

推進プロジェクトチーム」 

  

ほか、準グランプリ 2 件、入賞 7 件、奨励賞 １件を表彰 

 

２．研究業績表彰 

 論文等の研究活動に基づいた成果。 

選考方法は、人文社会科学系、自然科学系及び生命科学系からそれぞれ１名以上選出。 

 

 〇令和３年度研究業績表彰 

   人文社会科学系２名、自然科学系 ２名、生命科学系 ２名を表彰 

 

３．医療活動表彰 

 病院における診療、先端医療開発、臨床教育、患者サービス、病院経営その他医療に関する取組。 

 

 〇令和３年度医療活動表彰 

  「令和 2 年 7 月豪雨災害および COVID-19 クラスターに対する熊本大学病院 DMAT の支

援活動」 ほか 2 件、合計 3 件を表彰 

 

４．業務改善表彰 

 本学の管理運営面における業務の効率化及び合理化に関する取組。 

 

〇令和３年度業務改善表彰  

グランプリ 1 件 事業名称：廃プラスチック容器の実験廃液貯留容器への再利用 

 

ほか、準グランプリ 2 件、特別賞 1 件を表彰 
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